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対称心の無い場合の統計法の実際の適用例は空間群の異る 2 つの結晶、コリオース及びD- マンノー























coriose と D-manno- 3 -heptuloseの結晶解析で、共に同君の上述プログラムにより自動的に位相決定
を行なってその構造決定に成功した。またこの 2 種の糖は前者は 5 員環、後者は 6 員環であり、この
構造の差は固相における水素結合による安定化の差により説明された。糖類はその X線解析例が比較
的少なく、本解析の結果は有機構造化学においても大きい貢献を与えたものである。
多賀君は上述のように統計法における位相決定法に理論的考察を加え、その人為的判断を数値的判
断に置き換える方法を進展し、これを用いて重要な 2 種の糖類の構造を決定したもので理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
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